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親
ア
エ
シ
オ
派
の
長
老
議
員

れ
た
。

　

連
警
が
事
情
聴
取
を
行
っ

た
の
は
、
ジ
ュ
カ
ー
上
議
の

家
族
（
息
子
の
ロ
ド
リ
ー
ゴ

氏
と
娘
の
マ
リ
ー
ナ
氏
、
前

妻
で
ベ
ラ
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
長

の
テ
レ
ー
ザ
・
ス
リ
タ
氏
と

の
間
の
娘
の
ル
シ
ア
ナ
・
ス

リ
タ
氏
と
ア
ナ
・
パ
ウ
ラ
・

ス
リ
タ
氏
の
４
人
）
と
、
建

設
会
社
Ｃ
Ｍ
Ｔ
エ
ン
ジ
ェ

ニ
ャ
リ
ア
関
係
者
３
人
だ
。

　

連
警
に
よ
る
と
、
Ｃ
ａ
ｉ

ｘ
ａ
は
２
０
１
３
年
、
ジ
ュ

カ
ー
氏
の
子
供
４
人
の
名
義

だ
っ
た
ベ
ラ
・
ヴ
ィ
ス
タ
市

内
の
レ
ク
レ
イ
オ
農
園
を

４
５
０
万
レ
ア
ル
で
購
入
し

た
が
、
同
農
園
の
当
時
の
時

価
は
３
５
０
万
レ
ア
ル
で
、

１
０
０
万
レ
ア
ル
強
が
水
増

し
請
求
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。

　

ま
た
、
同
農
園
の
一
部

を
造
成
し
て
建
て
ら
れ

た
Ｍ
Ｃ
Ｍ
Ｖ
用
の
家
屋

　

下
院
憲
政
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
が
２
８
日
、
テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

の
告
発
問
題
に
関
す
る
報
告
官
を
ボ
ニ
フ
ァ
ー
シ
オ
・
デ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
ダ
下
議
に
決
め
た

が
、
同
下
議
が
所
属
す
る
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
心
象
を
害
し
、
や
め
さ
せ
よ
う
と

圧
力
を
か
け
た
と
２
９
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

職
中
の
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー

ヴ
ェ
ス
上
議
に
近
い
筋
が
連

立
与
党
へ
の
残
留
を
希
望
、

党
首
代
行
の
タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ

レ
イ
サ
ッ
チ
氏
や
、
ジ
ェ
ラ

ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知

事
に
近
い
聖
州
支
部
の
下
議

ら
が
連
立
離
脱
を
求
め
て
い

る
。
ア
エ
シ
オ
氏
と
ア
ウ
キ

ミ
ン
氏
は
、
党
内
で
過
熱
し

始
め
た
大
統
領
候
補
争
い
で

も
ラ
イ
バ
ル
関
係
だ
。

　

だ
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｊ
執
行
部
か

ら
約
束
を
反
故
に
さ
れ
た
の

み
な
ら
ず
、
選
出
さ
れ
た

の
が
ボ
ニ
フ
ァ
ー
シ
オ
氏
と

い
う
の
が
党
内
で
波
紋
を
投

げ
か
け
た
。
そ
れ
は
、
ボ
ニ

フ
ァ
ー
シ
オ
氏
が
、
ア
エ
シ

オ
氏
の
膝
元
で
あ
る
ミ
ナ

ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
選
出
下

議
だ
か
ら
だ
。

　

ボ
ニ
フ
ァ
ー
シ
オ
氏
は

下
議
最
高
齢
の
８
７
歳
で
、

１
９
７
９
年
に
下
議
に
初
当

選
し
て
以
来
、
現
在
が
１
０

期
目
だ
。
１
９
８
９
年
の
大

統
領
選
に
現
下
議
で
元
聖
市

市
長
の
パ
ウ
ロ
・
マ
ル
フ
氏

が
出
馬
し
た
際
は
、
副
候
補

を
つ
と
め
た
実
績
も
あ
る
。

　

ボ
ニ
フ
ァ
ー
シ
オ
氏
は
ア

エ
シ
オ
派
で
あ
る
上
、
自
身

　

イ
ボ
ッ
ピ
の
最
新
世
論
調

査
に
よ
る
と
、
テ
メ
ル
政
権

を
「
良
い
／
最
良
」
と
評

価
す
る
国
民
は
３
％
に
ま
で

落
ち
、「
悪
い
／
最
悪
」
が

７
７
％
に
増
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。こ
の
と
こ
ろ
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
政
治
的
混
乱
が
続

い
て
い
る
割
に
伸
び
続
け
、

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
イ
ン
バ
サ
イ

大
統
領
府
総
務
室
長
官
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
や
モ
レ
イ
ラ
・
フ

ラ
ン
コ
大
統
領
府
事
務
局
長

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
と
い
っ
た
現

テ
メ
ル
政
権
の
閣
僚
と
の
親

し
げ
な
写
真
が
度
々
載
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
Ｐ

党
割
る
任
命
に
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
激
怒

（
２
９
９
２
戸
）
の
建
設
費

は
１
億
８
５
０
０
万
レ
ア
ル

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

の
３
１
０
０
万
レ
ア
ル
は
横

領
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い

る
。
連
警
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｍ

Ｔ
の
関
係
者
３
人
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
価
格
を

水
増
し
し
て
請
求
し
て
い
た

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｍ
Ｖ
は
ジ
ウ
マ
政
権

の
看
板
政
策
の
一
つ
で
、
同

政
策
の
た
め
の
資
金
は
連
邦

貯
蓄
銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）

を
通
し
て
動
い
て
い
る
。

　

今
回
の
作
戦
で
は
、
ロ
ラ

イ
マ
州
で
Ｍ
Ｃ
Ｍ
Ｖ
用
の
家

屋
建
設
用
地
と
な
っ
た
レ
ク

レ
イ
オ
農
園
売
却
時
の
不
正

と
、
同
農
園
造
成
後
の
ヴ
ィ

ラ
・
ジ
ャ
ル
ジ
ン
で
の
家
屋

建
設
時
の
不
正
が
対
象
と
さ

　

連
邦
警
察
と
国
税
庁
が

２
８
日
、
連
邦
政
府
の
持
ち

家
政
策
の「
ミ
ー
ニ
ャ
・
カ
ー

ザ
、ミ
ー
ニ
ャ
・
ヴ
ィ
ダ
（
Ｍ

Ｃ
Ｍ
Ｖ
）」
に
ま
つ
わ
る
不

正
を
摘
発
す
る
「
ア
ネ
ル
・

デ
・
ジ
ジ
ェ
ス
作
戦
」
を
敢

行
し
、
上
院
政
府
リ
ー
ダ
ー

の
ロ
メ
ロ
・
ジ
ュ
カ
ー
上

議
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ｂ
）
の
息
子
ら
が
強
制
連
行

の
上
で
事
情
聴
取
を
受
け
た

と
２
８
、２
９
日
付
伯
字
紙
、

標
的
は
ジュ
カ
ー
上
議
の
家
族

３
２
０
万
レ
を
不
正
に
得
た
疑
い

　

今
回
の
報
告
官
選
出
に
関
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
党
内
で
は
憤
慨
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
同
党
が
Ｃ
Ｃ
Ｊ

執
行
部
に
、「
今
回
の
審
議

に
関
す
る
報
告
官
は
、
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
か
ら
選
ば
な
い
で
ほ
し

い
」
と
の
事
前
通
達
を
行
っ

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ

ド
リ
ゴ
・
パ
シ
ェ
コ
委
員
長

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）が
ボ
ニ
フ
ァ
ー

シ
オ
氏
を
選
ん
だ
か
ら
だ
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｊ
で
は
７
月
に
、
テ

メ
ル
氏
に
対
す
る
１
回
目
の

告
発
に
関
す
る
審
議
を
行
っ

た
が
、
最
初
の
報
告
官
の
報

告
書
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
パ
ウ
ロ
・
ア

ビ
・
ア
ケ
ル
下
議
が
２
人
目

の
報
告
官
を
つ
と
め
た
。
だ

が
、
本
会
議
で
大
統
領
告
発

の
審
理
継
続
を
め
ぐ
る
投
票

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
同
党
の

票
が
ほ
ぼ
真
っ
二
つ
に
割
れ

る
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

　

同
党
で
は
現
在
、
党
首
停

上
院
で
の
審
議
の
場
で
の

ジ
ュ
カ
ー
上
議
（Geraldo 

M
agela/Agência Senado

）

２８日のＣＣＪの様子
（Marcelo Camargo/Agência Brasil）

連
立
与
党
離
脱
か
否
か
の
時
期
に

失
業
率
も
５
カ
月
連
続
で
減

少
と
、
評
価
で
き
る
要
素
も

多
々
あ
る
の
だ
が
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ

シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
正
告
発
な

ど
、
政
治
腐
敗
」
に
対
す
る

国
民
の
不
信
感
が
強
い
と
い

う
こ
と
か
。
た
だ
、
現
在
下

院
で
進
ん
で
い
る
大
統
領
へ

の
告
発
受
け
入
れ
審
議
の
結

果
、
最
高
裁
で
の
審
理
が
始

ま
り
、
テ
メ
ル
氏
が
停
職
と

な
っ
て
も
、
継
承
者
の
任
期

は
限
ら
れ
た
も
の
で
、
現
状

で
そ
う
な
る
可
能
性
は
高
く

は
な
い
。
国
民
は
も
や
も
や

す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
気
持

ち
は
来
年
１
０
月
の
選
挙
に

ぶ
つ
け
る
の
み
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
の
バ
ス
の
車
内
で
自

慰
行
為
を
し
て
３
人
の
男
性

が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
は
昨

日
付
本
欄
で
も
報
じ
た
が
、

２
９
日
付
ア
ゴ
ラ
紙
に
よ
る

と
、
大
聖
市
圏
で
は
今
年
に

入
っ
て
か
ら
９
月
２
５
日
ま

で
に
、
バ
ス
、
地
下
鉄
、
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｍ
で
猥
褻
行
為
を
行
っ

て
逮
捕
さ
れ
た
人
は
３
８
８

人
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
つ
ま

り
、
１
日
に
１
人
以
上
は
同

種
の
事
件
で
逮
捕
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
こ
の
手
の
事
件
に
対

す
る
市
民
の
意
識
が
高
く
な

か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
３
０
日
、
サ
ッ
カ
ー

の
全
国
選
手
権
で
、
ク
ラ
シ

コ
（
伝
統
カ
ー
ド
）
の
ひ
と

つ
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
対
サ
ン

ト
ス
戦
が
聖
市
の
ア
リ
ア
ン

ツ
・
パ
ル
ケ
で
行
わ
れ
る
。

市
内
で
も
っ
と
も
荒
れ
る
ク

ラ
シ
コ
と
い
え
ば
、
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
対
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
だ
が
、
今
日
対
戦
す
る
２

チ
ー
ム
で
も
、
こ
こ
数
年
、

フ
ァ
ン
同
士
の
抗
争
で
死
者

が
出
る
事
件
が
起
き
て
い

る
。
く
れ
ぐ
れ
も
無
事
を
願

い
た
い
。

　

聖
州
ク
ン
ビ
ッ
カ
国
際
空

港
で
押
収
さ
れ
る
麻
薬
の
量

が
こ
の
１
０
年
で
急
増
し
て

い
る
と
、
２
９
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

今
年
１
〜
８
月
に
同
空

港
で
押
収
さ
れ
た
麻
薬
は

１
５
５
２
キ
ロ
（
月
平
均

１
８
６
・６
キ
ロ
）
で
、
２
０

０
７
年
の
年
６
３
３
キ
ロ

　

２
９
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
地
理

統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
８

月
の
失
業
率
は
５
カ
月
連

続
で
減
少
し
、
１
２
・
６
％

に
下
が
っ
た
と
発
表
し
た
。

２
９
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

失
業
率
は
今
年
３
月
に
記

録
し
た
１
３
・
７
％
か
ら
毎

月
、
０
・
２
〜
０
・３
％
ポ
イ

ン
ト
（
以
下
、
％
Ｐ
）
ず
つ

下
が
っ
て
い
る
。
８
月
の

場
合
も
７
月
の
１
２
・
８
％

か
ら
０
・
２
％
Ｐ
減
り
、

１
２
・６
％
と
な
っ
た
。

　

６
〜
８
月
の
３
カ
月
間
の

失
業
者
の
数
は
１
３
１
０
万

人
で
、
３
〜
５
月
の
３
カ
月

間
を
４
・８
％
下
回
っ
た
。

　

６
〜
８
月
の
失
業
率
は

１
７
年
１
月
ま
で
の
３
カ

月
間
と
同
率
ま
で
落
ち
た

が
、
１
６
年
は
、
最
高

だ
っ
た
１
０
〜
１
２
月
で

も
１
２
・
０
％
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
考
え
る
と
ま
だ

高
い
。
全
国
の
失
業
者
数

１
３
１
０
万
人
と
い
う
数
字

も
、
依
然
と
し
て
高
い
。
昨

年
の
８
月
と
比
較
す
る
と
、

今
年
８
月
の
失
業
者
は
同

月
よ
り
１
１
０
万
人
（
９
・

１
％
）
多
か
っ
た
。

　

失
業
率
の
減
少
を
牽
引
し

た
の
は
非
正
規
雇
用
、
つ
ま

り
、
労
働
手
帳
を
必
要
と

　

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
に
よ
る
と
、
全
世
界
で

は
年
１
７
５
０
万
人
、
伯
国

で
も
年
平
均
３
５
万
人
、
実

に
４
０
秒
に
１
人
が
心
血
管

疾
患
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
心
血
管
疾
患
と
は
心

臓
や
血
管
と
い
っ
た
循
環
器

系
疾
患
で
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
、
脳
内
出
血
な
ど
が
該

当
す
る
。

　

２
９
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
と
、

年
平
均
３
５
万
人
と
い
う
数

字
は
、
ガ
ン
に
よ
る
死
者
の

倍
で
、
感
染
症
に
よ
る
死
者

の
７
倍
に
あ
た
る
と
い
う
。

　

伯
国
心
臓
科
学
会
に
よ
る

と
、
今
年
も
既
に
、
２
４
万

人
が
心
血
管
疾
患
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

同
学
会
は
国
際
心
臓
デ
ー

Ｍ
Ｃ
Ｍ
Ｖ
絡
み
の
汚
職
摘
発

失
業
率
が
５
カ
月
連
続
で
減
少

麻
薬
押
収
量
が
１
０
年
で
３
倍
に

最
も
多
い
の
は
コ
カ
イ
ン

４
０
秒
に
１
人
が
死
亡
？

心
血
管
疾
患
に
注
意
し
よ
う

非
正
規
雇
用
は
増
加
の
一
方

（２）２０１７年 第４８５０号 ９月 ３０日 （土曜日）

ＣＣＪ報告官にボニファーシオ氏テメル
告発問題

ロライマ州

と
い
う
。

　

ジ
ュ
カ
ー
氏
の
息
子
の
ロ

ド
リ
ー
ゴ
氏
は
聖
市
に
い
た

た
め
、
聖
市
の
連
警
で
事
情

聴
取
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
マ
リ
ー
ナ
氏
と
ア

ナ
・
パ
ウ
ラ
氏
は
ブ
ラ
ジ
リ

ア
に
お
り
、
首
都
の
連
警
本

部
で
事
情
聴
取
を
受
け
た
。

　

ル
シ
ア
ナ
氏
は
母
親
の
テ

レ
ー
ザ
市
長
の
自
宅
に
い
た

が
、
同
氏
の
夫
が
４
５
口
径

の
拳
銃
と
７
６
２
型
の
小
銃

を
持
っ
て
い
た
た
め
、
銃
の

不
法
所
持
で
現
行
犯
逮
捕
さ

れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

ジ
ュ
カ
ー
上
議
は
「
今
回

の
疑
惑
に
は
何
の
証
拠
も
な

く
、
い
か
な
る
捜
査
も
恐
れ

（
月
平
均
５
２
・
７
５
キ
ロ
）

の
３
・
５
倍
（
２
５
３
・
７
％

増
）
と
な
る
。

　

押
収
量
が
最
も
多
い
の
は

８
５
％
を
占
め
る
コ
カ
イ
ン

だ
。
大
麻
は
４
・
９
％
、
ア

ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
は
４
・
７
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

伯
国
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど

で
生
産
さ
れ
た
麻
薬
を
ア
フ

リ
カ
や
中
東
、
欧
州
な
ど
に

流
す
中
継
点
の
一
つ
で
、
押

収
麻
薬
の
行
き
先
は
、
ア
フ

リ
カ
の
ト
ー
ゴ
や
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
、
中
東
の
レ
バ
ノ

ン
な
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
合

成
薬
は
逆
に
、
ス
ペ
イ
ン
や

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ト
ル
コ
な
ど

か
ら
入
っ
て
来
て
い
た
。

　

ま
た
、
麻
薬
所
持
の
た
め

に
ク
ン
ビ
ッ
カ
空
港
で
逮
捕

さ
れ
た
人
は
、
８
月
ま
で
の

時
点
で
２
３
２
人
い
た
。
逮

捕
者
の
大
半
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

人
か
ボ
リ
ビ
ア
人
だ
が
、
組

織
の
親
玉
ク
ラ
ス
の
逮
捕
は

１
０
人
に
す
ぎ
ず
、
大
半
は

輸
送
の
た
め
に
雇
わ
れ
た
運

び
屋
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
運
ぶ
手
口
も
巧
妙

に
な
り
、
冷
蔵
庫
の
匂
い
取

り
用
の
置
物
や
靴
の
底
、
練

乳
の
缶
、
刷
毛
の
柄
な
ど
に

隠
し
て
輸
送
す
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
と
い
う
。

し
な
い
雇
用
形
態
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き

だ
。
８
月
の
正
規
雇
用
は

３
３
４
０
万
人
で
、
今
年
５

月
並
み
の
水
準
を
保
っ
て
い

る
が
、
昨
年
８
月
と
比
べ

る
と
７
６
万
５
千
人
（
２
・

２
％
）
減
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
労
働
手
帳
を
通
し
て
契

約
を
交
わ
し
て
い
る
人
が
１

年
で
７
６
万
５
千
人
減
少
し

た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
一
方
、
非
正
規
雇
用

は
今
年
５
月
よ
り
２
・
７
％

増
え
た
。
昨
年
８
月
と
比
べ

る
と
、
５
・
４
％
も
増
加
し

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
労
働
部
門
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
シ
マ
ー
ル
・
ア

ゼ
レ
ー
ド
氏
は
「
現
在
は

雇
用
創
出
の
７
０
％
は
非
正

規
雇
用
に
よ
る
も
の
だ
」
と

語
っ
て
い
る
。

な
い
」
と
し
た
上
、「
正
式

な
要
請
が
あ
れ
ば
必
要
な
書

類
は
全
て
提
出
し
た
の
に
、

今
回
の
や
り
方
は
職
権
乱
用

に
過
ぎ
な
い
」
と
捜
査
の
あ

の
２
９
日
、
心
血
管
疾
患
に

よ
る
死
の
半
分
は
、
防
い
だ

り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
事
が

で
き
る
と
し
、
予
防
医
学
の

大
切
さ
を
説
い
た
。

　

心
血
管
疾
患
を
防
ぐ
た
め

の
鍵
は
、
運
動
や
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
血
圧
、
糖
尿
病
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
喫
煙
を
避

け
る
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
塩
分

の
消
費
抑
制
、
医
者
が
処
方

し
た
場
合
の
薬
の
服
用
、
ス

ト
レ
ス
回
避
な
ど
だ
。

　

伯
国
は
比
較
的
若
い
人
が

心
血
管
疾
患
を
起
こ
す
国
の

一
つ
で
、
心
臓
麻
痺
で
の
死

者
の
半
分
は
６
０
歳
未
満
。

４
０
歳
未
満
で
死
亡
す
る
人

も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

専
門
医
に
よ
る
と
、
高
血

圧
患
者
の
８
割
は
、
必
要
だ

と
知
っ
て
い
て
も
、
食
習

慣
を
変
え
た
り
運
動
を
始
め

た
り
し
た
が
ら
な
い
。
ま

た
、
特
別
な
症
状
が
な
い
た

め
、
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ま

な
い
人
も
多
い
と
い
う
。
食

事
や
運
動
、
薬
の
服
用
な
ど

を
心
が
け
る
と
、
余
命
は

１
６
・５
年
延
び
る
と
い
う
。

り
方
な
ど
を
批
判
し
た
。
同

氏
の
弁
護
士
に
よ
る
と
、
上

議
自
身
は
捜
査
対
象
と
は
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
ボ
ニ
フ
ァ
ー
シ
オ

氏
に
対
し
て
報
告
官
を
降
り

る
よ
う
圧
力
を
か
け
、
タ
ッ

ソ
党
首
代
行
も
、
本
人
に
直

接
電
話
を
か
け
た
と
い
う
。

だ
が
、
ボ
ニ
フ
ァ
ー
シ
オ
氏

自
身
は
「
降
り
る
意
思
は
な

い
」
と
し
て
報
告
官
を
つ
と

め
る
意
向
で
い
る
と
い
う
。

聖州クンビッカ空港



　

１
８
９
５
（
明め

い

治じ

２
８
）
年ね

ん

５
月が

つ

８
日か

、
教

き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

と
し
て

英え
い

国こ
く

留り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
うの
下し

も

田だ

歌う
た

子こ

は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女じ

ょ

王お
う

と
の
謁え

っ

見け
ん

を
許ゆ

る

さ
れ
た
。
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

の
女じ

ょ

王お
う

の
前ま

え

に
出で

る
の
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

女じ
ょ

性せ
い

と
し
て
は
歌う

た

子こ

が
初は

じ

め
て
だ
っ
た
。

　

華は
な

や
か
な
飾か

ざ

り
を
つ
け
た
馬ば

車し
ゃ

が
続つ

づ

く
中な

か

の
一い

ち

台だ
い

に
、
背せ

筋す
じ

を
ピ
ン
と
伸の

ば
し
た
歌う

た

子こ

が
い
た
。
そ
の
姿す

が
たは
日に

本ほ
ん

の
平へ

い

安あ
ん

王お
う

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

の
官か

ん

女じ
ょ

そ
の
ま
ま
の
衣い

装し
ょ
うだ
っ
た
。
髪か

み

は
長な

が

く
後う

し

ろ

に
垂た

れ
て
櫛く

し

を
指さ

し
て
い
る
。
待ま

ち

合あ
い

室し
つ

で
朗ろ

う

々ろ
う

た
る
声こ

え

で
名な

を

呼よ

ば
れ
る
と
、
ス
ッ
と
立た

ち
上あ

が
っ
た
歌う

た

子こ

の
姿す

が
たに
、
驚お

ど
ろ
き
と

賛さ
ん

美び

の
入い

り
交ま

じ
っ
た
、
か
す
か
な
ど
よ
め
き
が
起お

こ
っ
た
。

　

当と
う

時じ

の
駐

ち
ゅ
う

英え
い

公こ
う

使し

の
青あ

お

木き

周し
ゅ
う

蔵ぞ
う

は
明め

い

治じ

の
欧お

う

米べ
い

崇す
う

拝は
い

主し
ゅ

義ぎ

の
権ご

ん

化げ

で
、
古ふ

る

く
さ
い
平へ

い

安あ
ん

朝ち
ょ
うの
衣い

装し
ょ
うで
謁え

っ

見け
ん

す
る
な
ど
と
ん

で
も
な
い
、
と
陰か

げ

口ぐ
ち

を
叩た

た

い
て
い
た
。
こ
の
人じ

ん

物ぶ
つ

は
ド
イ
ツ
在ざ

い

勤き
ん

中ち
ゅ
うに
日に

本ほ
ん

の
妻つ

ま

を
強ご

う

引い
ん

に
離り

別べ
つ

し
、
ド
イ
ツ
人じ

ん

女じ
ょ

性せ
い

と
結け

っ

婚こ
ん

し
て
い
る
。
当と

う

時じ

の
英え

い

国こ
く

の
紳し

ん

士し

淑し
ゅ
く

女じ
ょ

が
、
こ
の
欧お

う

米べ
い

崇す
う

拝は
い

者し
ゃ

を
ど
ん
な
目め

で
見み

た
か
想そ

う

像ぞ
う

に
難か

た

く
な
い
。
そ
ん
な
人じ

ん

物ぶ
つ

の
声こ

え

を
無む

視し

し
て
の
衣い

装し
ょ
うだ
っ
た
。

　
私わ

た
しは
、
こ
の
時と

き

、
型か

た

ば
か
り
の
洋よ

う

服ふ
く

の
礼れ

い

装そ
う

を
持も

た
な
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
私わ

た
しが
考か

ん
がえ
ま
し
た
に
は
、

洋よ
う

装そ
う

に
な
ら
わ
ぬ
東と

う

洋よ
う

の
夫ふ

人じ
ん

が
、
し
か
も
粗そ

末ま
つ

極き
わ

ま
る
準

じ
ゅ
ん

２０１７年
ねん

８月
がつ

１３日
にち

版
ばん

備び

で
、
い
か
に
心こ

こ
ろ
を
尽つ

く
し
て
も
、
到と

う

底て
い

英え
い

国こ
く

の
宮

き
ゅ
う

廷て
い

の
貴き

婦ふ

人じ
ん

と
肩か

た

を
比く

ら

べ
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。［
１
，　
ｐ

６
２
］

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女じ

ょ

王お
う

は
、
日に

本ほ
ん

の
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うの

衣い

装し
ょ
うは

単た
ん

純じ
ゅ
んに

し

て
最も

っ
と
も
気け

高だ
か

き
気き

品ひ
ん

を
示し

め

す
も
の
だ
と
、
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。
翌よ

く

日じ
つ

の

『
タ
イ
ム
ズ
』
紙し

も
そ
の
美う

つ
くし
さ
を
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　

歌う
た

子こ

が
わ
ざ
わ
ざ
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

の
衣い

装し
ょ
うで
女じ

ょ

王お
う

に
謁え

っ

見け
ん

し
た

の
は
、
見み

栄え

を
張は

っ
た
り
、
女じ

ょ

王お
う

の
気き

を
引ひ

く
た
め
で
は
な
か
っ

た
。
弊へ

い

誌し

で
も
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
『
女じ

ょ

子し

の
武ぶ

士し

道ど
う

』［
２
］
の
著ち

ょ

者し
ゃ

・
石い

し

川か
わ

真ま

理り

子こ

さ
ん
は
、
西せ

い

洋よ
う

の
ド
レ
ス
は
「
自じ

分ぶ
ん

の
美

う
つ
く

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
装よ

そ
おい
」
で
あ
る
の
に
対た

い

し
、
日に

本ほ
ん

の
着き

物も
の

は
「
相あ

い

手て

の
た
め
の
装よ

そ
おい
」
で
あ
る
、
と
指し

摘て
き

し
て

い
る
。［
１
，　
ｐ
４
８
］

　

日に

本ほ
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

が
英え

い

国こ
く

の
女じ

ょ

王お
う

に
敬け

い

意い

を
込こ

め
た
衣い

装し
ょ
うを
考

か
ん
が

え
れ
ば
、
そ
れ
は
日に

本ほ
ん

の
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

の
御ご

前ぜ
ん

に
で
る
時と

き

の
衣い

装し
ょ
うで
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
心

こ
こ
ろ

尽づ

く
し
」
が
外そ

と

に
現あ

ら
わ
れ

た
結け

っ

果か

が
、
女じ

ょ

王お
う

や
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙し

の
称

し
ょ
う

賛さ
ん

で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

歌う
た

子こ

は
後の

ち

に
身み

だ
し
な
み
に
つ
い
て
、
こ
う
言い

っ
て
い
る
。

　

身み

だ
し
な
み
は
自じ

分ぶ
ん

を
美う

つ
く
し
く
見み

せ
る
と
い
う
考か

ん
が
え
よ
り

も
、
高こ

う

尚し
ょ
うに
端た

ん

正せ
い

に
し
て
、
他た

人に
ん

に
失し

つ

礼れ
い

に
当あ

た
ら
ず
、
む

し
ろ
お
の
ず
か
ら
相あ

い

手て

に
敬け

い

意い

を
起お

こ
さ
し
め
る
、
と
い
う
よ

う
に
あ
り
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
美び

麗れ
い

艶え
ん

美び

と
い
う
よ
り
も
、

高こ
う

潔け
つ

、
清せ

い

楚そ

と
い
う
ほ
う
に
あ
り
た
い
。
そ
れ
す
な
わ
ち
身み

だ

し
な
み
の
極ご

く

意い

で
あ
ろ
う
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
。［
１
，　
ｐ
５
０
］

　

そ
ん
な
歌う

た

子こ

の
心

こ
こ
ろ

遣づ
か

い
は
、
女じ

ょ

王お
う

の
心こ

こ
ろ
に
も
響ひ

び

い
た
。
謁え

っ

見け
ん

の
場ば

で
は
、歌う

た

子こ

は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女じ

ょ

王お
う

に
請こ

わ
れ
る
ま
ま
、

日に
っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

や
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

か
ら
、
日に

本ほ
ん

の
婦ふ

道ど
う

や
武ぶ

士し

道ど
う

、
女じ

ょ

性せ
い

の
着き

物も
の

、
そ
し
て
日に

本ほ
ん

と
い
う
国こ

っ

家か

に
つ
い
て
答こ

た

え
た
。

　

理り

知ち

的て
き

で
気き

品ひ
ん

に
あ
ふ
れ
、
し
か
も
奥お

く

ゆ
か
し
い
歌う

た

子こ

に
、

女じ
ょ

王お
う

は
関か

ん

心し
ん

を
抱い

だ

い
た
。
そ
し
て
、
歌う

た

子こ

は
そ
の
後ご

も
た
び

た
び
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

に
召め

し
出だ

さ
れ
、
女じ

ょ

王お
う

と
親し

た

し
く
会か

い

食し
ょ
くし
た
り
、
１
時じ

間か
ん

半は
ん

も
談だ

ん

話わ

に
興き

ょ
うじ
た
り
し
た
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

最さ
い

新し
ん

刊か
ん

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』
で
は
、

江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
古こ

典て
ん

教き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
た
青せ

い

年ね
ん

た
ち
が
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
近き

ん

代だ
い

化か

を
達た

っ

成せ
い

し
た
と
い
う
「
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

」
を
述の

べ
た
が
、
同ど

う

様よ
う

に
古こ

典て
ん

教き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
た
歌う

た

子こ

が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女じ

ょ

王お
う

に

か
く
も
認み

と

め
ら
れ
た
の
も
、
同ど

う

様よ
う

の
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

だ
ろ
う
。

　

歌う
た

子こ

は
黒く

ろ

船ふ
ね

来ら
い

航こ
う

の
翌よ

く

年と
し

、
安あ

ん

政せ
い

元が
ん

（
１
８
５
４
）
年ね

ん

８

月が
つ

９
日か

、
美み

濃の

国こ
く

恵え

那な

郡ぐ
ん

の
岩い

わ

村む
ら

藩は
ん

士し

・
平ひ

ら

尾お

家け

の
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

と

し
て
生う

ま
れ
た
。
平ひ

ら

尾お

家け

は
代だ

い

々だ
い

、
勤き

ん

王の
う

の
漢か

ん

学が
く

者し
ゃ

・
国こ

く

学が
く

者し
ゃ

の
家い

え

柄が
ら

だ
っ
た
が
、
岩い

わ

村む
ら

藩は
ん

主し
ゅ

は
徳と

く

川が
わ

一い
ち

門も
ん

で
由ゆ

い

緒し
ょ

あ
る
松ま

つ

平だ
い
ら

家け

。
堂ど

う

々ど
う

と
勤き

ん

王の
う

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
説と

く
父ち

ち

親お
や

は
藩は

ん

内な
い

で
弾だ

ん

圧あ
つ

さ

れ
た
。

　

歌う
た

子こ

が
物も

の

心ご
こ
ろつ
い
た
頃こ

ろ

、
父ち

ち

は
謹き

ん

慎し
ん

の
身み

と
な
っ
て
お
り
、

幼お
さ
ない
歌う

た

子こ

は
父ち

ち

親お
や

が
何な

に

か
悪わ

る

い
こ
と
を
し
た
の
か
、
と
思お

も
っ
た
。

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
祖そ

母ぼ

は
歌う

た

子こ

を
こ
う
諭さ

と

し
た
。

　
お
前ま

え

は
け
っ
し
て
嘆な

げ

き
悲か

な

し
む
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
た
い

そ
う
誇ほ

こ

り
と
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
お
前ま

え

の
お
父と

う

様さ
ま

は
ど
う
し
て
も
王お

う

政せ
い

を
復ふ

っ

古こ

し
、
こ
の
世よ

を
天て

ん

子し

様さ
ま

が
御お

ん

自み
ず
から
治ち

政せ
い

し
給た

ま

う
御み

代よ

に
し
、
異い

国こ
く

を
打う

ち
払は

ら

わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言い

っ
て
、
す
な
わ
ち
尊そ

ん

皇の
う

攘じ
ょ
う

夷い

の
為た

め

に
議ぎ

論ろ
ん

を

し
て
、
つ
い
に
そ
れ
が
叶か

な

わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
国く

に

の
た
め
に
一い

っ

身し
ん

を
犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
お
い
で
に
な
る

の
だ
か
ら
、
お
前ま

え

は
け
っ
し
て
悲か

な

し
い
と
も
恥は

ず
か
し
い
と
も

思お
も

わ
な
い
で
よ
い
。［
１
，　
ｐ
８
５
］

　

幼お
さ
ない
歌う

た

子こ

は
、
極ご

く

貧ひ
ん

の
家か

計け
い

を
助た

す

け
る
た
め
に
糸い

と

車ぐ
る
まを
回ま

わ

し
な
が
ら
、
将

し
ょ
う

来ら
い

は
お
国く

に

の
た
め
に
役や

く

立だ

つ
人に

ん

間げ
ん

に
な
ろ
う
と

一い
っ

心し
ん

に
本ほ

ん

を
読よ

ん
だ
。
ま
た
、
夜よ

る

の
７
時じ

頃ご
ろ

か
ら
裏う

ら

隣ど
な
りの
家い

え

の
主し

ゅ

婦ふ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
歌う

た

を
詠よ

ん
だ
り
、
太た

い

平へ
い

記き

を
輪り

ん

読ど
く

す
る

会か
い

が
時と

き

々ど
き

あ
り
、
歌う

た

子こ

も
子こ

供ど
も

な
が
ら
に
輪わ

に
加く

わ

わ
っ
た
。
江え

戸ど

日に

本ほ
ん

で
は
地ち

方ほ
う

の
主し

ゅ

婦ふ

層そ
う

で
も
好こ

う

学が
く

の
気き

風ふ
う

が
豊ゆ

た

か
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

歌う
た

子こ

が
１
８
歳さ

い

に
な
る
と
、
平ひ

ら

尾お

家け

の
今い

ま

ま
で
の
勤き

ん

王の
う

ぶ

り
が
一い

っ

挙き
ょ

に
報む

く

わ
れ
る
時と

き

が
来き

た
。
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

が
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うの
改か

い

革か
く

を
断だ

ん

行こ
う

し
、
女に

ょ

官か
ん

に
も
武ぶ

家け

の
娘む

す
め
を
採さ

い

用よ
う

し
た
。
平ひ

ら

尾お

家け

の
学が

く

問も
ん

の
深ふ

か

さ
と
勤き

ん

王の
う

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しが
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て
、
歌う

た

子こ

が
そ
の

一ひ
と

人り

に
選え

ら

ば
れ
た
の
で
あ
る
。

１
．
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮き

ゅ
う

殿で
ん

で
の

        

平へ
い

安あ
ん

朝ち
ょ
う

衣い

装し
ょ
う

　

家い
え

柄が
ら

の
低ひ

く

い
歌う

た

子こ

は
、
公く

家げ

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
女に

ょ

官か
ん

た
ち
か
ら
い
じ

め
を
受う

け
た
が
、
祖そ

母ぼ

か
ら
受う

け
た
武ぶ

家け

の
娘む

す
めと
し
て
の
厳き

び

し

い
躾し

つ
け
が
歌う

た

子こ

を
支さ

さ

え
た
。
先せ

ん

輩ぱ
い

の
女に

ょ

官か
ん

た
ち
が
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ

で
履は

き

物も
の

を
無む

造ぞ
う

作さ

に
脱ぬ

ぎ
捨す

て
て
い
る
の
を
、
口く

ち

う
る
さ
く
注

ち
ゅ
う

意い

し

て
い
た
老ろ

う

女に
ょ

官か
ん

が
、
歌う

た

子こ

だ
け
は
き
ち
ん
と
揃そ

ろ

え
て
い
る
の
に

感か
ん

心し
ん

し
て
、
皆み

な

の
前ま

え

で
褒ほ

め
た
。

　

歌う
た

子こ

は
涙な

み
だ
が
出で

る
ほ
ど
嬉う

れ

し
く
思お

も

い
、
そ
の
夜よ

る

、
早さ

っ

速そ
く

、

祖そ

母ぼ

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
手て

紙が
み

を
書か

い
た
。
履は

き
物も

の

だ
け
で
は
な
い
。
仕し

事ご
と

で
の
着き

物も
の

の
た
た
み
方か

た

に
し
て
も
、
寸す

ん

分ぶ
ん

の
狂く

る

い
な
く
き
っ

ち
り
と
素す

早ば
や

く
畳た

た

み
、
余あ

ま
っ
た
時じ

間か
ん

に
は
人ひ

と

の
分ぶ

ん

ま
で
手て

伝つ
だ
っ

た
。「
こ
の
子こ

は
、た
だ
者も

の

で
は
な
い
ぞ
」と
い
う
囁さ

さ
や
き
が
広ひ

ろ

ま
っ

た
。

　

宮
き
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
は
、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

、
皇こ

う

后ご
う

と
も
、
和わ

歌か

を
好こ

の

ま
れ
、

し
ば
し
ば
歌う

た

会か
い

を
催も

よ
お
さ
れ
た
。
女に

ょ

官か
ん

た
ち
全ぜ

ん

員い
ん

も
詠え

い

進し
ん

を
求も

と

め
ら
れ
た
。
歌う

た

子こ

は
幼お

さ
ない
頃こ

ろ

か
ら
国こ

く

学が
く

の
勉べ

ん

強き
ょ
うを
し
て
い
た
事こ

と

も
あ
り
、
優す

ぐ

れ
た
歌う

た

を
詠よ

み
、
皇こ

う

后ご
う

か
ら
た
び
た
び
お
褒ほ

め

の
言こ

と

葉ば

を
い
た
だ
い
た
。

　

あ
る
時と

き

、「
春は

る

月つ
き

」
と
い
う
御お

題だ
い

で
歌う

た

子こ

の
詠よ

ん
だ
歌う

た

を
褒ほ

め
ら
れ
、
興き

ょ
う
に
乗の

っ
た
皇こ

う

后ご
う

は
、
も
う
一い

っ

首し
ゅ

と
仰お

お

せ
ら
れ
た
。

歌う
た

子こ

は
す
ら
す
ら
と
も
う
一い

っ

首し
ゅ

を
書か

き
上あ

げ
、
流

り
ゅ
う

麗れ
い

な
声こ

え

で

読よ

み
上あ

げ
た
。

　

そ
れ
を
聞き

き
終お

わ
る
な
り
、
皇こ

う

后ご
う

は
晴は

れ
や
か
な
お
声こ

え

で

「
素す

晴ば

ら
し
き
歌う

た

か
な
。
春

し
ゅ
ん

宵し
ょ
う

一い
っ

刻こ
く

の
様さ

ま

が
よ
く
出で

て
い
ま

す
。
今き

ょ

日う

か
ら
は
御お

歌う
た

か
ら
と
っ
て
、『
歌う

た

子こ

』
と
名な

乗の

る
が

い
い
」
と
言い

わ
れ
た
。
本ほ

ん

名み
ょ
うは
鉐せ

き

だ
っ
た
が
、
こ
れ
以い

降こ
う

、
歌う

た

子こ

と
名な

乗の

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
日ひ

か
ら
、
先せ

ん

輩ぱ
い

の
女に

ょ

官か
ん

た
ち
も
歌う

た

子こ

に
歌う

た

の
指し

導ど
う

を
頼た

の

む
よ
う
に
な
っ
た
。
歌う

た

子こ

は
そ
れ
ま
で
の
い
じ
め
も
忘わ

す

れ
、
い

や
な
顔か

お

一ひ
とつ
せ
ず
に
、
熱ね

っ

心し
ん

に
指し

導ど
う

に
励は

げ

ん
だ
。
歌う

た

子こ

は
こ
こ

で
、
人ひ

と

を
教お

し

え
る
こ
と
の
面お

も

白し
ろ

さ
に
気き

づ
い
た
。
こ
れ
が
、
後あ

と

に
教

き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

と
し
て
歩あ

ゆ

ん
で
い
く
原げ

ん

点て
ん

だ
っ
た
。

　

皇こ
う

后ご
う

は
向こ

う

学が
く

心し
ん

が
す
こ
ぶ
る
旺お

う

盛せ
い

で
、
当と

う

代だ
い

一い
ち

流り
ゅ
うの
学が

く

者し
ゃ

た
ち
か
ら
ご
進し

ん

講こ
う

を
受う

け
て
い
が
、
歌う

た

子こ

の
学が

く

問も
ん

へ
の
思お

も

い
も

見み

抜ぬ

か
れ
た
の
だ
ろ
う
、
そ
の
ご
進し

ん

講こ
う

に
歌う

た

子こ

の
陪ば

い

席せ
き

を
許ゆ

る

さ

れ
た
。
皇こ

う

后ご
う

は
教

き
ょ
う

育い
く

に
も
熱ね

っ

心し
ん

で
、
女じ

ょ

子し

高こ
う

等な
ど

師し

範は
ん

学が
っ

校こ
う

な

ど
に
よ
く
行

ぎ
ょ
う

啓け
い

さ
れ
た
。
そ
ん
な
時と

き

も
、
か
な
ら
ず
歌う

た

子こ

を

連つ

れ
て
い
か
れ
た
。

　

向こ
う

学が
く

の
気き

風ふ
う

は
皇こ

う

室し
つ

の
伝で

ん

統と
う

精せ
い

神し
ん

で
あ
り
、
そ
の
中な

か

で
歌う

た

子こ

の
教

き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

へ
の
道み

ち

は
し
だ
い
に
整と

と
の
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

明め
い

治じ

１
２
（
１
８
７
９
）
年ね

ん

、
歌う

た

子こ

は
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うを
辞じ

し
て
、

親お
や

の
決き

め
た
相あ

い

手て

・
下し

も

田だ

猛た
け

雄お

と
結け

っ

婚こ
ん

し
た
。
気き

の
進す

す

ま
な

い
相あ

い

手て

で
あ
っ
た
が
、
当と

う

時じ

は
親お

や

に
従し

た
が
う
し
か
な
か
っ
た
。
猛た

け

雄お

は
剣け

ん

客か
く

だ
っ
た
が
、
明め

い

治じ

の
世よ

に
活か

つ

躍や
く

の
場ば

は
な
か
っ
た
。

酒さ
け

に
逃と

う

避ひ

し
て
、
や
が
て
癌が

ん

で
寝ね

た
き
り
の
日ひ

び々

と
な
っ
た
。

歌う
た

子こ

は
、
愚ぐ

痴ち

も
言い

わ
ず
に
看か

ん

病び
ょ
うを
続つ

づ

け
た
。

　
し
か
し
、
教

き
ょ
う

育い
く

を
重

じ
ゅ
う

視し

す
る
国こ

く

風ふ
う

は
、
歌う

た

子こ

を
ほ
っ
て
お
か

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
身み

だ
し
な
み
の
極ご

く

意い

な
か
っ
た
。
明め

い

治じ

４
（
１
８
７
１
）
年ね

ん

、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

は
国こ

く

民み
ん

に
広ひ

ろ

く
学が

く

問も
ん

を
勧す

す

め
る
「
勧か

ん

学が
く

の
勅

ち
ょ
く

諭ゆ

」
を
出だ

さ
れ
、
そ
れ

を
受う

け
て
学が

く

習し
ゅ
う

院い
ん

が
作つ

く

ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
の
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

と

は
名な

ば
か
り
だ
っ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

で
、
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

系け
い

の
私し

立り
つ

女じ
ょ

子し

校こ
う

は
続ぞ

く

々ぞ
く

と
誕た

ん

生じ
ょ
うし
て
い
た
。

　

伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

、
山や

ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

、
井い

の

上う
え

毅こ
わ
しな
ど
、
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

の

中ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

た
ち
は
、
西せ

い

欧お
う

文ぶ
ん

明め
い

は
大お

お

急い
そ

ぎ
で
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うし
つ
つ
も
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心

こ
こ
ろ

根ね

は
し
っ
か
り
教

き
ょ
う

育い
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

悩な
や

ん
で
い
た
。「
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

が
進す

す

ま
な
い
の
は
理り

由ゆ
う

が
あ
る
。

そ
れ
は
女じ

ょ

子し

生せ
い

徒と

を
教お

し

え
る
先せ

ん

生せ
い

だ
」
と
彼か

れ

ら
は
考か

ん
が
え
た
。

そ
の
教

き
ょ
う

師し

に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
下し

も

田だ

歌う
た

子こ

以い

外が
い

に
な
い
、
と
誰だ

れ

も
が
考か

ん
が
え
た
。

　

た
だ
、
夫お

っ
と
を
看か

ん

病び
ょ
う

中ち
ゅ
うの
歌う

た

子こ

に
は
家い

え

を
離は

な

れ
る
こ
と
は
難

む
ず
か

し
か
ろ
う
、
と
し
て
、
歌う

た

子こ

の
家い

え

で
彼か

れ

ら
の
娘む

す
めた
ち
を
教

き
ょ
う

育い
く

し

て
貰も

ら

い
、
い
ず
れ
時と

き

を
見み

て
、
も
っ
と
大お

お

が
か
り
な
公

お
お
や
けの
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

に
携た

ず
さわ
っ
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
事こ

と

に
な
っ
た
。

　

後の
ち

に
教

き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

起き

草そ
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

と
な
る
井い

の

上う
え

毅こ
わ
しが
自

み
ず
か

ら
歌う

た

子こ

を
訪た

ず

ね
て
、
こ
の
件け

ん

を
依い

頼ら
い

し
、
歌う

た

子こ

は
快か

い

諾だ
く

し
た
。

そ
の
三み

っ

日か

後ご

か
ら
、
政せ

い

府ふ

高こ
う

官か
ん

の
令れ

い

嬢じ
ょ
うた
ち
が
、
下し

も

田だ

家け

を

訪お
と
ずれ
て
、
歌う

た

子こ

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
受う

け
た
。
娘む

す
め
た
ち
ば
か
り
か
、
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

や
山や

ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

の
夫ふ

人じ
ん

た
ち
も
、
娘む

す
め
た
ち
と
机つ

く
え
を
並な

ら

べ

た
。
歌う

た

子こ

は
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

の
娘む

す
めた
ち
も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
入

に
ゅ
う

学が
く

さ
せ
た
。

　
こ
の
風ふ

う

変が

わ
り
な
私し

塾じ
ゅ
くが
、
明め

い

治じ

の
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

の
起き

点て
ん

の

一ひ
とつ
と
な
っ
た
。
ま
る
で
吉よ

し

田だ

松し
ょ
う

陰い
ん

の
松

し
ょ
う

下か

村そ
ん

塾じ
ゅ
くの
女じ

ょ

子し

版ば
ん

で

あ
る
。
明め

い

治じ

政せ
い

府ふ

の
高こ

う

官か
ん

た
ち
が
い
か
に
人ひ

と

作づ
く

り
を
重

じ
ゅ
う

視し

し
て

い
た
か
が
窺う

か
が
え
る
逸い

つ

話わ

で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

１
７
（
１
８
８
４
）
年ね

ん

、
５
年ね

ん

も
の
看か

ん

病び
ょ
うの
末す

え

に
夫

お
っ
と

が
病

び
ょ
う

死し

し
た
年と

し

、
皇こ

う

后ご
う

が
熱ね

つ

望ぼ
う

さ
れ
、
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

が
賛さ

ん

意い

を

示し
め

す
形か

た
ちで
、
天て

ん

皇の
う

の
直

ち
ょ
く

裁さ
い

を
仰あ

お

い
で
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

の
創そ

う

設せ
つ

が

決き

ま
っ
た
。
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うに
伍ご

し
て
い
く
に
は
、
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

も

不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
伊い

藤と
う

の
認に

ん

識し
き

だ
っ
た
。

　

伊い

藤と
う

ら
政せ

い

府ふ

高こ
う

官か
ん

は
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

は
今こ

ん

後ご

ど
の
よ
う
な
道み

ち

を

歩あ
ゆ

む
べ
き
か
、そ
の
中な

か

で
教

き
ょ
う

育い
く

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、に
つ
い
て
、

歌う
た

子こ

と
も
議ぎ

論ろ
ん

し
、
そ
の
時じ

勢せ
い

に
対た

い

す
る
洞ど

う

察さ
つ

と
卓た

っ

見け
ん

に
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
て
い
た
。「
下し

も

田だ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
大だ

い

臣じ
ん

に
な
る
器う

つ
わで
あ
る
」

と
、
伊い

藤と
う

は
よ
く
言い

っ
た
。

　

伊い

藤と
う

は
、
歌う

た

子こ

を
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

子し

学が
っ

校こ
う

の
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

に
任に

ん

命め
い

し
た
。

校こ
う

長ち
ょ
うは
形け

い

式し
き

上じ
ょ
う、
谷た

に

干た
て

城き

子し

爵し
ゃ
くと
な
っ
た
が
、
谷た

に

は
学が

く

習し
ゅ
う

院い
ん

の
院い

ん

長ち
ょ
うが
本ほ

ん

務む

で
、
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

の
設せ

つ

立り
つ

、
運う

ん

営え
い

は
歌う

た

子こ

が

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
２
１
年ね

ん

、
華か

族ぞ
く

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

が
学が

く

習
し
ゅ
う

院い
ん

女じ
ょ

学が
く

部ぶ

と
し
て
併へ

い

合ご
う

さ
れ
る
と
、
歌う

た

子こ

は
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

兼け
ん

女じ
ょ

学が
く

部ぶ

長ち
ょ
うに
任に

ん

命め
い

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
明め

い

治じ

３
２
（
１
８
９
９
）
年ね

ん

に
は
、
歌う

た

子こ

は
一い

っ

般ぱ
ん

女じ
ょ

子し

の
教

き
ょ
う

育い
く

の
た
め
に
実じ

っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

（
現げ

ん

在ざ
い

の
実じ

っ

践せ
ん

女じ
ょ

子し

学が
く

園え
ん

の
前ぜ

ん

身し
ん

）と
女じ

ょ

子し

工こ
う

芸げ
い

学が
っ

校こ
う

を
自み

ず
か
ら
設せ

つ

立り
つ

し
て
、経け

い

営え
い

し
た
。

　

歌う
た

子こ

は
高こ

う

等と
う

官か
ん

２
等と

う

と
、
官か

ん

立り
つ

大だ
い

学が
く

長ち
ょ
うや
府ふ

県け
ん

知ち

事じ

と
同ど

う

等と
う

の
、
女じ

ょ

子し

と
し
て
は
破は

格か
く

の
高こ

う

位い

を
与あ

た

え
ら
れ
、
さ
ら
に
は

正し
ょ
う

四し

位い

に
ま
で
叙じ

ょ

せ
ら
れ
た
。
女じ

ょ

性せ
い

と
し
て
は
日に

本ほ
ん

一い
ち

高た
か

い

年ね
ん

収し
ゅ
うを
得え

た
が
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うは
実じ

っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

の
経け

い

営え
い

や
雑ざ

っ

誌し

『
日に

本ほ
ん

婦ふ

人じ
ん

』
の
刊か

ん

行こ
う

、
各か

く

種し
ゅ

公こ
う

共き
ょ
う

団だ
ん

体た
い
へ
の
寄き

付ふ

に
つ
ぎ
込こ

み
、

多た

額が
く

の
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を
抱か

か

え
て
い
た
。

　

歌う
た

子こ

は
平へ

い

安あ
ん

王お
う

朝ち
ょ
うの
官か

ん

女じ
ょ

そ
の
ま
ま
の
姿す

が
た

で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女じ

ょ

王お
う

の
謁え

っ

見け
ん

に
臨の

ぞ

ん
だ
。

　

日に

本ほ
ん

の
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

を
切き

り
開ひ

ら

い
た
歌う

た

子こ

は
、
一い

っ

般ぱ
ん

大た
い

衆し
ゅ
うか

ら
の
人に

ん

気き

も
高た

か

く
、
あ
る
雑ざ

っ

誌し

が
行

お
こ
な
っ
た
「
偉え

ら

い
夫ふ

人じ
ん

」
の
投と

う

票ひ
ょ
うで
は
１
万ま

ん

２
千せ

ん

余よ

票ひ
ょ
うを
得え

て
、
第だ

い

２
位い

の
乃の

木ぎ

大た
い

将し
ょ
う

夫ふ

人じ
ん

８
千せ

ん

票ぴ
ょ
う

弱じ
ゃ
くを
遙は

る

か
に
引ひ

き
果は

た
し
た
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

　

そ
の
人に

ん

気き

を
悪あ

く

用よ
う

し
て
、
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
幸こ

う

徳と
く

秋し
ゅ
う

水す
い

や

堺さ
か
い

利と
し

彦ひ
こ

ら
が
創そ

う

刊か
ん

し
た
反は

ん

政せ
い

府ふ

系け
い

の
「
平へ

い

民み
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

」
が
歌う

た

子こ

を
貶お

と
し
め
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
記き

事じ

を
書か

き
始は

じ

め
た
。
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

、

井い
の

上う
え

馨か
お
る、
山や

ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

な
ど
、
当と

う

時じ

の
有ゆ

う

力り
ょ
く

政せ
い

治じ

家か

は
み
な
色し

き

情じ
ょ
う

狂き
ょ
うで
、「
妖よ

う

婦ふ

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

」
に
操あ

や
つ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

硬か
た

い
政せ

い

治じ

評ひ
ょ
う

論ろ
ん

だ
け
で
は
売う

れ
な
い
の
で
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

記き

事じ

で
売う

ろ
う
と
い
う
、
さ
も
し
い
根こ

ん

性じ
ょ
うで
あ
っ
た
。
何な

ん

ら
建け

ん

設せ
つ

的て
き

な
こ
と
は
せ
ず
に
、
体た

い

制せ
い

側が
わ

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
捏ね

つ

造ぞ
う

し

て
で
も
人に

ん

気き

取と

り
を
し
よ
う
と
い
う
姿し

勢せ
い

は
、
昨さ

っ

今こ
ん

の
野や

党と
う

と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

の
第だ

い

一い
ち

人に
ん

者し
ゃ

の
ゴ
シ
ッ
プ
記き

事じ

と
し
て
世せ

間け
ん

の
話わ

題だ
い

を
さ
ら
っ
た
が
、
歌う

た

子こ

は
こ
の
攻こ

う

撃げ
き

に

は
沈ち

ん

黙も
く

を
守ま

も

り
通と

お

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
中な

か

で
も
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
歌う

た

子こ

へ
の
ご
信し

ん

頼ら
い

は
み
じ
ん
も
揺ゆ

る
が
な
か
っ
た
。
第だ

い

６
皇お

う

女じ
ょ

・
常つ

ね

宮の
み
や、
第だ

い

７
皇お

う

女じ
ょ

・
周

か
ね
の

宮み
や

の
ご
幼よ

う

少し
ょ
うの
時と

き

か
ら
命め

い

ぜ
ら
れ
て
い
た

御ご

教き
ょ
う

育い
く

掛か
か
りは
、
周

か
ね
の

宮み
や

の
ご
結け

っ

婚こ
ん

ま
で
続つ

づ

い
た
。
民み

ん

間か
ん

で

も
国く

に

木き

田だ

独ど
っ

歩ぽ

や
森も

り

鴎お
う

外が
い

は
小

し
ょ
う

説せ
つ

で
歌う

た

子こ

を
好こ

う

意い

的て
き

に
描か

き
、

鴎お
う

外が
い

に
い
た
っ
て
は
「
平へ

い

民み
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

」
を
「
悪あ

く

徳と
く

新し
ん

聞ぶ
ん

」
と
あ
か

ら
さ
ま
に
非ひ

難な
ん

し
た
。

　

英え
い

国こ
く

留り
ゅ
う

学が
く

か
ら
帰か

え
っ
た
歌う

た

子こ

は
、
帰き

国こ
く

歓か
ん

迎げ
い

会か
い

の
席せ

き

上じ
ょ
うで
、

伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

に
こ
う
言い

っ
て
い
る
。

　
直

ち
ょ
く

訳や
く

的て
き

な
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い
へ
の
傾け

い

斜し
ゃ

は
危き

険け
ん

で
す
。
戒い

ま
しめ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今い

ま

こ
そ
日に

本ほ
ん

古こ

来ら
い

の
婦ふ

徳と
く

の
長

ち
ょ
う

所し
ょ

を
生い

か
す
べ

く
、
新し

ん

時じ

代だ
い

の
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

の
在あ

り
方か

た

が
求も

と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
ほ
ど
し
っ
か
り
教

き
ょ
う

育い
く

せ
ね
ば
、
こ
れ
か
ら
の
日に

本ほ
ん

は
西せ

い

欧お
う

に

対た
い

抗こ
う

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

伊い

藤と
う

は
「
あ
い
、
分わ

か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
あ
な
た
に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
も
ら
っ
た
の
じ
ゃ
よ
。
よ
ろ
し
く
頼た

の

む
」
と
答こ

た

え
て
、
歌う

た

子こ

を
頼た

の

も
し
そ
う
に
見み

た
。

　
「
直

ち
ょ
く

訳や
く

的て
き

な
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い
へ
の
傾け

い

斜し
ゃ

」
と
は
、
欧お

う

米べ
い

崇す
う

拝は
い

の
青あ

お

木き

周し
ゅ
う

蔵ぞ
う

・
駐

ち
ゅ
う

英え
い

公こ
う

使し

や
、
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

の
幸こ

う

徳と
く

秋し
ゅ
う

水す
い

や
堺

さ
か
い

利と
し

彦ひ
こ

を
想そ

う

像ぞ
う

す
れ
ば
、
よ
く
理り

解か
い

で
き
る
。
脳の

う

中ち
ゅ
うに
あ
る
の

は
西せ

い

洋よ
う

か
ら
コ
ピ
ー
し
た
思し

想そ
う

ば
か
り
で
、
胸

き
ょ
う

中ち
ゅ
うに
は
伝で

ん

統と
う

に

根ね

ざ
し
た
徳と

く

は
ま
る
で
な
い
。
そ
ん
な
人に

ん

間げ
ん

ば
か
り
に
な
っ
た

ら
、
国こ

っ

家か

国こ
く

民み
ん

の
健け

ん

全ぜ
ん

な
発は

っ

展て
ん

な
ど
望の

ぞ

む
べ
く
も
な
い
。

　

良よ

い
国こ

っ

家か

を
作つ

く

れ
る
か
、
ど
う
か
は
、
良よ

い
人に

ん

間げ
ん

を
作つ

く

れ

る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。「
子こ

供ど
も

を
育そ

だ

て
て
い
く
の
も
、

立り
っ

派ぱ

な
人に

ん

間げ
ん

に
す
る
の
も
女お

ん
なの
仕し

事ご
と

で
す
か
ら
、
あ
な
た
方が

た

が

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
日に

本ほ
ん

は
だ
め
に
な
り
ま
す
」
と
、
歌う

た

子こ

は
女じ

ょ

生せ
い

徒と

へ
の
修

し
ゅ
う

身し
ん

教き
ょ
う

育い
く

で
説と

き
続つ

づ

け
た
。

　
「
ゆ
り
か
ご
を
揺ゆ

ら
す
手て

が
、
世せ

界か
い

を
動う

ご

か
す
」、
こ
れ
が

女じ
ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

と
し
て
歌う

た

子こ

が
到と

う

達た
つ

し
た
境

き
ょ
う

地ち

だ
っ
た
［
１
，　

（３） ２０１７年第４８�５０号 	 ９月	３０日	（土曜日）

ｐ
２
３
６
］。
そ
の
歌う

た

子こ

を
育そ

だ

て
た
祖そ

母ぼ

の
躾し

つ
け
を
思お

も

え
ば
、
こ

の
言こ

と

葉ば

も
腑ふ

に
落お

ち
る
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（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文
献
■

１
．　

石い
し

川か
わ

真ま

理り

子こ

『
乙お

と

女め

の
心

こ
こ
ろ

得え　
　

世せ

界か
い

が
恋こ

い

し
た

日に
っ

本ぽ
ん

女じ
ょ

性せ
い

』、
グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク

ス２
．　

石い
し

川か
わ

真ま

理り

子こ

『
女じ

ょ

子し

の
武ぶ

士し

道ど
う

』、
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
２
６

３
．　

仲な
か

俊し
ゅ
ん

二じ

郎ろ
う

『
凛り

ん

と

し
て
─
近き

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

女じ
ょ

子し

教
き
ょ
う

育い
く

の
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

』、

Ｈ
２
６

下し
も

田だ　

歌う
た

子こ

ゆ
り
か
ご
を
揺ゆ

ら
す
手て

が
世せ

界か
い

を
動う

ご

か
す
」

下
しも

田
だ

　歌
うた

子
こ

５
．「
そ
の
教き

ょ
う師し

に
ふ
さ
わ
し
い
の
は

　
　
　

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

以い

外が
い

に
な
い
」

７
．「
悪あ

く

徳と
く

新し
ん

聞ぶ
ん

」

３
．
祖そ

母ぼ

の
教お

し

え

４
．
皇こ

う

后ご
う

に
導み

ち
び

か
れ
た

        

教き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

へ
の
道み

ち

６
．「
下し

も

田だ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は

          

大だ
い

臣じ
ん

に
な
る
器う

つ
わ

で
あ
る
」

８
．「
ゆ
り
か
ご
を
揺ゆ

ら
す
手て

が

           

世せ

界か
い

を
動う

ご

か
す
」
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Reflexões sobre o 45º aniversário 
da normalização das relações 
diplomáticas entre Japão e China Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (29/09/2017)

Vinte e nove de setem-
bro marca o quadragési-
mo quinto aniversário da 
normalização dos laços 
diplomáticos entre Japão 
e China. Os dois países 
normalizaram os laços 
através de uma declara-
ção conjunta assinada em 
Pequim pelo primeiro-
ministro japonês de então, 
Kakuei Tanaka, e o pre-
miê chinês Zhou Enlai. 
As relações bilaterais per-
manecem tensas até hoje, 
no tocante a questões his-
tóricas e às Ilhas Senkaku. 
O Japão controla essas 
ilhas. China e Taiwan as 
reivindicam. O governo 
japonês insiste que tais 
ilhas são parte inerente 
do território japonês. Há 
diferenças gritantes entre 
como o Japão e a China 
reagem ao desenvolvi-
mento nuclear e de mís-
seis da Coreia do Norte. 
Hoje, para o Comentário, 
conversamos com Uichi-
ro Niwa, ex-embaixador 

do Japão na China e atual 
presidente da Associação 
de Amizade entre Japão e 
China, sobre a atual rela-
ção e suas perspectivas.
Niwa diz: “As relações 
entre Japão e China con-
tinuam complicadas. A 
situação está piorando 
especialmente no que diz 
respeito à questão da Co-
reia do Norte. Enquanto o 
Japão e os Estados Uni-
dos pedem mais pressão 
sobre Pyongyang, China 
e Rússia insistem na im-
portância do diálogo. O 
Japão continua a ativa-
mente pedir a imposição 
de mais pressão, mas se 
o foco for a pressão mili-
tar, isso só vai isolar ainda 
mais a Coreia do Norte. 
A China, por outro lado, 
não está insistindo no au-
mento da pressão a Pyon-
gyang.
Quando a relação bilate-
ral não melhora através 
da política é importan-
te para a sociedade ci-

vil influenciar o governo 
através, por exemplo, da 
promoção de intercâmbio 
entre jovens e a comuni-
dade corporativa. A Asso-
ciação de Amizade entre 
Japão e China, da qual sou 
presidente, está organizan-
do vários intercâmbios ao 
longo dos próximos dois 
anos para comemorar os 
45 anos da normalização 
dos laços diplomáticos, 
este ano, e o aniversário 
do Tratado de Paz e Ami-
zade Nipo-Chinesas, no 
ano que vem. Nosso plano 
é fazer com que cada um 
dos 368 pares de cidades 
irmãs realizem um evento 
bilateral, como um torneio 
de futebol ou um festival.
A promoção de intercâm-
bio econômico, utilizando, 
por exemplo a iniciativa 
econômica chinesa conhe-
cida como “Um Cinturão, 
Uma Rota”. Uma ferro-
via baseada na cidade de 
Chong Qing, no interior da 
China, já liga o país com a 

Europa. Vai levar a meta-
de do tempo e ficar muito 
mais barato transportar 
itens como automóveis e 
painéis de energia solar 
do Japão para a Europa.
Enquanto isso, empresas 
japonesas precisam se fo-
calizar não apenas nas ci-
dades chinesas, mas tam-
bém visitar comunidades 
regionais, para ver o que 
a população quer. Acho 
que as áreas mais compe-
titivas incluem produtos 
farmacêuticos, aparelhos 
médicos, como endoscó-
pios, inteligência artificial 
e tecnologia da internet 
das coisas.
A contínua promoção de 
intercâmbios civis entre 
jovens e a comunidade 
corporativa vai criar boas 
impressões entre eles e 
promover a compreensão 
cultural, levando a uma 
melhora do relaciona-
mento, que atualmente se 
encontra prejudicado.”

Premiê japonês anuncia 
decisão de dissolver a Câmara 
Baixa do Parlamento

Eleição (25/09/2017)

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, realizou uma con-
ferência para a imprensa 
na segunda-feira, para 
anunciar um plano de dis-
solução da Câmara Baixa 
na quinta-feira, com o ob-
jetivo de realizar uma elei-
ção no mês que vem.
O governo deverá declarar 
formalmente a eleição no 
dia 10 de outubro, sendo 

que a votação ocorreria 
no dia 22 do mesmo mês.
Abe está procurando con-
seguir um novo mandato 
ligado com seus planos 
de revisar a distribuição 
de receitas provenientes 
do planejado aumento 
do imposto de consumo 
em 2019, para o nível de 
10%. O nível atual é de 
8%.

Partidos Esperança e 
Democrático vão se juntar 
para disputar próximas 
eleições gerais

Eleição (29/09/2017)

Os líderes do recém for-
mado Partido Esperança 
e do oposicionista Partido 
Democrático confirmaram 
que vão rapidamente sele-
cionar os membros demo-
cráticos como candidatos 
pela legenda Esperança 
nas eleições gerais do Ja-
pão que serão realizadas 
no dia 22 de outubro.
A líder do Partido Espe-
rança, governadora de 
Tóquio Yuriko Koike, e o 
presidente do Partido De-
mocrático, Seiji Maehara, 
conversaram nesta sexta-
feira de manhã.
A reunião aconteceu após 
o Partido Democrático ter 
aprovado na quinta-feira a 
proposta de Maehara de se 
juntar, de fato, com o Par-

tido Esperança.
Maehara propôs que 
seu partido não coloque 
nenhum candidato nas 
eleições, mas, por outro 
lado, permita que seus 
membros concorram 
sob o nome do novo 
partido.
Koike disse, em uma 
entrevista à imprensa 
dada após a reunião, 
que não tem intenções 
de permitir que todos 
os membros democráti-
cos concorram pelo seu 
partido.
Ela disse que candida-
tos em potencial de-
vem apoiar as políticas 
do Partido Esperança e 
que eles serão cuidado-
samente selecionados.

Ele deseja usar os fundos 
adicionais para construir 
um sistema de segurança 
social que beneficie todas 
as gerações da sociedade 
japonesa, de forma a en-
frentar o problema do au-
mento da proporção dos 
idosos no país e a diminui-
ção da população.
Observadores afirmam 
que o premiê necessita de 

um novo mandato para 
atingir seus planos de re-
forma, depois do apoio a 
seu gabinete ter caído em 
conexão com alegados es-
cândalos de tráfico de in-
fluência.
Abe tenciona anunciar 
a dissolução da Câmara 
Baixa no início de uma 
sessão extraordinária do 
Parlamento.
Contudo, o campo opo-
sicionista afirmou que o 
Parlamento deveria discu-
tir os alegados escândalos 
e disse que a dissolução 
teria como meta bloquear 
o debate destas questões.

Efeitos do resultado da eleição federal 
na Alemanha sobre a União Europeia

Comentário (25/09/2017)

Neste Comentário, 
Osamu Tanaka, econo-
mista-chefe do Instituto 
de Pesquisa Dai-ichi Life, 
fala sobre efeitos que terá 
sobre a União Europeia o 
resultado da eleição para o 
parlamento da Alemanha.
“Como estava previsto, 
saiu-se vitorioso na elei-
ção federal da Alemanha 
o partido conservador da 
chanceler, Angela Merkel, 
mas o seu desempenho só 
foi relativamente satisfató-
rio. Embora a economia do 
país esteja em bom estado 
e o índice de desemprego 
seja o menor desde a reu-
nificação da Alemanha, 
em 1990, a nação enfren-
ta o problema da pobreza 
relativa em expansão, com 

a existência de diversos 
fatores, como o aumento 
do número de indivíduos 
com emprego não efetivo.
A principal preocupação 
dos eleitores são os refu-
giados. Como o governo 
Merkel reforçou as restri-
ções aos refugiados, acre-
ditava-se que a população 
aprovasse as medidas 
oficiais nesta área. Vejo 
que o resultado da eleição 
demonstra a prevalência 
entre a população de pre-
ocupações e insatisfação 
com o crescente número 
de refugiados no país.
Houve um acentuado 
avanço do novo parti-
do de direita, Alternati-
va para a Alemanha, que 
concorreu no pleito com 

plataforma eleitoral con-
trária ao recebimento de 
refugiados. A sigla prome-
teu tomar várias medidas 
econômicas para diminuir 
disparidades, como redu-
ção do imposto de renda, 
ampliação do período de 
pagamento do seguro-de-
semprego e a fixação de 
um teto para a contratação 
de trabalhadores em regi-
me não efetivo. Sem dú-
vida, o partido conquistou 
apoio entre eleitores críti-
cos ao governo Merkel.
A chanceler precisará for-
mar uma coalizão, sem 
que lhe sobrem, porém, 
muitas opções. Seu atu-
al parceiro de coalizão, o 
Partido Social-Democrata, 
anunciou que não partici-

pará de uma nova coali-
zão, pois recebeu a me-
nor quantidade de votos 
desde o fim da 2ª Guerra 
Mundial. Explicou que 
pretende se reorganizar 
e atuar como partido de 
oposição. Restam apenas 
o Democrático-Liberal e 
o Verde, com plataforma 
ambientalista. Nunca hou-
ve na Alemanha uma coa-
lização de três partidos, e 
uma legenda liberal e uma 
sigla ambientalista têm di-
ferenças ideológicas. Se 
fossem formar uma coali-
zão, seria com base fragi-
lizada.
O Partido Democrático
-Liberal prometeu tomar 
medidas de reforma da 
União Europeia com o ob-

jetivo de estabilizar a zona 
do euro por meio de um 
reforço da disciplina fis-
cal, incluindo sanções ri-
gorosas e saída da própria 
zona. Se essas medidas re-
formistas forem incluídas 
no novo acerto de coalizão 
de Merkel, a Alemanha 
terá de se concentrar mais 
em disciplina fiscal. Este 
quadro, que não estaria de 
acordo com as reformas 
da zona do euro defendi-
das pela França, dificul-
taria mais a obtenção de 
consenso sobre medidas 

de reforma da União 
Europeia.
Embora se destaque 
pela estabilidade polí-
tica, a Alemanha não 
consegue evitar o avan-
ço de um partido na-
cionalista contrário ao 
recebimento de refugia-
dos. É evidência de que 
ainda prevalecem preo-
cupações com instabili-
dade política na Europa 
que foram tidas como 
em desaparecimento 
após a eleição presiden-
cial na França.”
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